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㸯．はじめに

本稿は市区町村別にみた将来の人口ቑ加率の要因分ゎを行った鎌田他（2020b）でᥖ㍕

できなかった仮定್の分布やᅗ表を⿵ㄽとしてᒎ㛤することを目的とする。

鎌田他（2020b）は，国立社会保障・人口問題研究所が平成 30（2018）年 3 月にබ表し

た「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」における市区町村別の将来の人口ቑ加

率について，Bongaarts and Bulatao（1999）のᡭ法を用いて年㱋構㐀要因・出生要因・

Ṛஸ要因・移動要因の 4 要因に分ゎし，将来の人口変化に対するྛ要因の影響を分析し

た。分析対象は⚟ᓥ県内市町村を㝖く 1,682 市区町村である。 
主要な結果として，(1)将来の人口ቑ加率に対するᐤ与度は年㱋構㐀要因と移動要因が大

きく，Ṛஸ要因のᐤ与度は人口規模によらず 5%ᙅ⛬度であり，出生要因のᐤ与は総じて

小さい。(2)人口ቑ加をಁす仮定における出生率の上昇は人口規模が大きい地域ほど将来の

人口ቑ加率へのᐤ与度が大きく，⣧移動率の半ῶは人口規模が小さい地域ほどᐤ与度が大

きくなるなど，人口規模によってྛ要因の影響にばらつきがみられた。(3)人口࣓ࣔンタ࣒

の分析では，長期的に人口が一定となる静Ṇ人口年次はᴫࡡ 2075～2080 年の間となる。

(4)Ἀ⦖県内の市町村を中心とした 12 地域は静Ṇ人口比が 1 を超え，2015 年時点において

人口ቑ加を内ໟした人口構㐀にあり，それ以外の 1,670 地域は長期的には人口ῶ少が内ໟ

された人口構㐀であり，大都市圏を含めて全国的に人口ῶ少が不可㑊な人口構㐀をᣢつこ

と等を明らかにしている。

本稿では，はじめに分析ᡭ法についてまとめ，推計に使用した出生率，生ṧ率，⣧移動

率の分布を示す。次に，将来の人口ቑ加率ならびにྛ要因について 2015 年時点の人口規

模別にみた度数分布と推計の✀類間の比較を行う。第三にྛ要因のᐤ与度の地理的分布を

示す。

㸰．分析ᯟ組

㸰㸫㸯．Bongaarts and Bulatao (1999)による要因分ゎ法 

Bongaarts and Bulatao（1999）の要因分ゎ法は，将来の人口ቑ加率を基準人口の年㱋構㐀要

因，出生要因，Ṛஸ要因，移動要因の 4 要因に分ゎする。要因分ゎには推計㛤ጞ時点の基準

人口 P と 4 ✀類の推計࢜ࣜࢼࢩ別推計結果を用いる（表 1）。ᶆ準࢜ࣜࢼࢩ Psは人口動態率

が仮定್㏻りにᢞ影される推計結果，⮬↛ቑῶ࢜ࣜࢼࢩ Pn はᶆ準࢜ࣜࢼࢩの仮定್のうち

⣧移動率をࢮロに変᭦する推計結果，ᑑఙ長࢜ࣜࢼࢩ Pr は⣧移動率ࢮロ及び出生率を

2015Ѝ2020 年以降一定に変᭦する推計結果，年㱋構㐀࢜ࣜࢼࢩ Pm はさらに生ṧ率を 2015

Ѝ2020 年以降一定に変᭦する推計結果である。
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 4 ✀類の推計結果と基準人口の比をとることで，ྛ 要因の数 M（multiplier）が得られる。

ྛ要因の数は，(1)年㱋構㐀要因数 Mm=Pm/P，(2)出生要因数 Mb=Pn/Pr，(3)Ṛஸ要因

数 Md=Pr/Pm，（4）移動要因数 Mmg=Ps/Pnで得られ，ྛ数を基準人口にけ合わせること

で，ྛ࢜ࣜࢼࢩにおける推計結果となる。 

 分析結果のゎ㔘においては，将来の人口ቑ加率のྛ要因のᐤ与度を用いる。ᐤ与度はྛ要

因による人口変化が基準人口（2015 年）に占める割合を示し，ྛ要因のᐤ与度の合計は当

該期間の人口ቑ加率となる指ᶆである。 

本稿では，2015～2045 年の 30 年間の人口ቑ加率について，地域推計（平成 30 年推計）

の結果の分析を行った上で，2 ✀類の人口ቑ加をಁす仮定に基づく推計結果を示す（表 1）。

第 1 の仮定（以下，人口ቑ加仮定Ϩ）は，(1)出生率が人口置水準に㐩する，(2)平均ᑑ

が 2040Ѝ2045 年の水準に延ఙ，(3)⣧移動率は地域推計（平成 30 年推計）と同一の場合で

ある。第 2 の仮定（以下，人口ቑ加仮定ϩ）は，(1)，(2)に加え，(3’)⣧移動率が一ᚊ半ῶす

る場合の推計結果である。 

 

㸰㸫㸰．人口動態率の定義 

 本稿で用いる人口動態率のうち，生ṧ率は地域推計（平成 30 年推計）でබ表されている

仮定್であり，年㱋別出生率・⣧移動率はබ表されている仮定್ではなく推計結果とᩚ合的

な数್を⟬出した上で分析を行った。 

 

(1) ⿵ṇ出生率 

 ⿵ṇ出生率とは，地域推計（平成 30 年推計）で用いられている出生仮定である子どもዪ

性比及び全国推計と一⮴させるための⿵ṇによって得られた将来の 0～4 ṓ人口にᩚ合的な

年㱋別出生率である。都道府県の分析では，2015 年時点の 5 ṓ㝵⣭別年㱋別出生率につい

て，全国್とྛ都道府県の相対的較差（比）を「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」（以

下，全国推計（平成 29 年推計））（国立社会保障・人口問題研究所 2017）における 5 ṓ㝵⣭

別に合⟬した将来の年㱋別出生率にけ合わせて，都道府県別の将来の年㱋別出生率とし，

それを用いた推計結果から得られた 5 年間の出生数と地域推計（平成 30 年推計）から得ら

れる 0～4 ṓ人口との比を⿵ṇ係数としてけ合わせることによって，5 ṓ㝵⣭別の⿵ṇ出

生率𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ)𝑖𝑖,𝑥𝑥 を⟬出した（鎌田他 2020a）。⿵ṇ出生率には出生Ѝ0～4 ṓ人口の生ṧ率・

⣧移動率，全国推計との合計調ᩚによる変化が含まれる。 

 市区町村の⿵ṇ出生率𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 は，ձ上記で作成した都道府県別の⿵ṇ出生率

𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ)𝑖𝑖,𝑥𝑥 に，地域推計（平成 30 年推計）におけるྛ市区町村と都道府県の 2020～2045

年の 5 年ẖの子どもዪ性比の比ܹܥ𝐴𝐴(ݐ) 𝑖𝑖Τ(ݐ)𝐴𝐴ܹܥ をけ合わせることで市区町村の年㱋別

出生率𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥を⟬出した。i は都道府県，j は市区町村，x は 15～19 ṓから 45～49 ṓま

での 5 ṓ間㝸の年㱋，ݐは 2020 年から 2045 年までの 5 年間㝸の時点である。 

𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 = 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ)𝑖𝑖,𝑥𝑥 × (ݐ)𝐴𝐴ܹܥ� 𝑖𝑖Τ(ݐ)𝐴𝐴ܹܥ � 

- 222 -



ղ𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥を用いた推計結果から得られた 5 年間の出生数と地域推計（平成 30 年推計）

から得られる 0～4 ṓ人口との比を⿵ṇ係数(ݐ)ܥとした。 

(ݐ)ܥ = 𝑃𝑃(ݐ),0~ସ  (𝑃𝑃(ݐ),𝑥𝑥 × 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥)
ସହ~ସ9

ଵହ~ଵ9
ൗ  

ճ𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥と(ݐ)ܥをけ合わせ，市区町村別の 5 ṓ㝵⣭別⿵ṇ出生率𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 を作成し

た。 

𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 = 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 ×  (ݐ)ܥ

մ人口置水準の⿵ṇ出生率𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥𝐴𝐴 は，人口置水準を市区町村一ᚊ 2.07 と仮定し，

本推計における⿵ṇ出生率の合計∑ 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥ସହ~ସ9
ଵହ~ଵ9 との比をྛ市区町村の年㱋別出生率

𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 にけ合わせて⟬出した。なお，出生性比に相当する 0～4 ṓ人口性比は地域推

計（平成 30 年推計）から得られる市区町村ࡈとの್を用いた。 

𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥𝐴𝐴 = 𝐴𝐴𝐴𝐴𝑇𝑇𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 × ( 2.0
∑ 𝐴𝐴𝐴𝐴ி𝐴𝐴(௧)ೕ,𝑥𝑥

45~4వ
15~1వ

)  

 

 市区町村ࡈとの合計⿵ṇ出生率の分布について 2015 年から 2045 年までの推移を示した

ものがᅗ 1 である。中ኸ್の分布は 1.6 ⛬度で一定に推移し，90%タイルでは 2.0～2.1，10%

タイルでは 1.3 ⛬度の⠊ᅖでྛ市区町村が分布している。また，2015 年から 2045 年までの

年㱋別⿵ṇ出生率の分布を示したものがᅗ 2 である。15～19 ṓから 30～34 ṓまでは 201～

2045 年までほぼ変化がなく，35～39 ṓでは 2015～2025 年にかけて低下し，その後ᶓばい

になり，40～44 ṓでは 2015 年から 2020 年にかけて上昇し，その後ᶓばいとなる。 

 

(2) 生ṧ率・⣧移動率 

 将来の⏨ዪ年㱋別の生ṧ率𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥は，地域推計（平成 30 年推計）でබ表されている仮定

್である（国立社会保障・人口問題研究所 2018）。j は市区町村，x は⏨ዪ年㱋㝵⣭であり，

0～4 ṓЍ5～9 ṓから 85 ṓ以上Ѝ90 ṓ以上，ݐは 2015Ѝ2020 年から 2040Ѝ2045 年まで 5 年

間㝸の時点を示す。 

 ⏨ዪ年㱋別生ṧ率の分布は，ዪ性の方が，平均ᑑが長いことを反映して▴形化が㐍んで

いる他は，年㱋別にみた分布の㐪いはあまりみられない。 

 将来の⏨ዪ年㱋別の⣧移動率ܰ𝑀𝑀(ݐ),𝑥𝑥は，地域推計（平成 30 年推計）における推計結果

の時点間のコー࣍ート変化率ܥܥ𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥から生ṧ率𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥をᘬいた್である。j は市区町村，

x は⏨ዪ年㱋㝵⣭であり，0～4 ṓЍ5～9 ṓから 85 ṓ以上Ѝ90 ṓ以上，ݐは 2015Ѝ2020 年か

ら 2040Ѝ2045 年まで 5 年間㝸の時点を示す。 
ܰ𝑀𝑀(ݐ),𝑥𝑥 = ,𝑥𝑥(ݐ)𝐴𝐴ܥܥ − 𝐴𝐴(ݐ),𝑥𝑥 

 ⏨ዪ年㱋別⣧移動率の分布は，10 代から 30 代において大きな変動がみられ，大都市圏ほ

ど⣧移動率はプラスになり，非大都市圏ではマイࢼスとなる。中ኸ್の分布は，⏨性では 10

代で大きくマイࢼスになり，20 代後半でプラスに転じて，その後一定となり，高㱋部分で
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プラスになる分布を示す。一方ዪ性では，10 代で大きくマイࢼスになることは変わらない

が，20 代後半でのプラスがみられずマイࢼスのままであり，大都市圏への移動が U ターン

等による非大都市圏への移動が⏨性に比べて生じていないという現≧をᢞ影している。 

 
㸱．分析結果 
表 2 は 2015～2045 年の人口ቑ加率とྛ要因のᐤ与度について，要因分ゎ結果とྛ仮定

್の✀類間の差の中ኸ್を，2015 年時点の人口規模別である。まず，地域推計（平成 30
年推計）の総数では，当該期間の人口ቑ加率（中ኸ್，以下同じ）は-34.9%，ྛ要因につ

いては年㱋構㐀要因-27.6%，出生要因-0.2%，Ṛஸ要因 4.7%，移動要因-11.0%である。

2015 年時点の人口規模別にみると，人口ቑ加率は人口規模が大きくなるにしたがってマイ

スᖜが⦰小する（1ࢼ 万人ᮍ‶-49.4%から 100 万人以上-7.5%）。年㱋構㐀要因のᐤ与度も

同様の傾向である（同-36.2%から同-19.3%）。出生要因は 1 万人ᮍ‶では 0.2%とプラスの

ᐤ与度であるが，1 万人以上の人口規模ではマイࢼスとなり-0.1～-0.7%⛬度のマイࢼスの

ᐤ与度である。Ṛஸ要因は人口規模別の傾向はみられずᴫࡡ 4.6～4.8%のプラスのᐤ与度

である。移動要因は人口規模が 30 万人ᮍ‶ではマイࢼスのᐤ与度であり，人口規模が小

さくなるほどマイࢼスのᐤ与度が大きくなる（1 万人ᮍ‶-16.9%）。一方，30 万人以上の

人口規模ではプラスのᐤ与度となり，とりわけ 100 万人以上は 11.1%と✺出して大きい。 
人口ቑ加仮定に基づく推計結果には，人口ቑ加仮定Ϩ（人口置水準出生率，2040Ѝ

2045 年生ṧ率，⣧移動率本推計）と人口ቑ加仮定ϩ（人口置水準出生率，2040Ѝ2045
年生ṧ率，⣧移動率半ῶ）があり，本推計との差は人口置水準の出生率 2.07 と 2040Ѝ
45 年の生ṧ率を用いている点はϨとϩでඹ㏻し，移動要因においてϩはϨの⣧移動率を一

ᚊ半ῶとしている。総数について人口ቑ加率をみると，人口ቑ加仮定Ϩは総数が-31.2%，

ϩは-23.9%と本推計よりもマイࢼスᖜがῶ少する結果となる。出生率が大ᖜに上昇する地

域がከく，Ṛஸ者が少なくなることで人口ቑ加率のマイࢼスが⦆和され，人口ቑ加仮定ϩ

においては⣧移動率を半ῶさせることによって，転出超㐣が観察される地域ではマイࢼス

が⦰小される。人口ቑ加仮定Ϩは，本推計で仮定されている大都市圏への集中傾向が続く

とする移動傾向が同じで出生率が上昇する仮定であるため，人口規模別にみると人口規模

が大きい地域ほど人口ቑ加率が高くなる。一方で，人口ቑ加仮定ϩでは移動傾向が⦰小さ

れることで，人口規模が小さい地域ほど人口ቑ加率が高くなる（人口ῶ少率が⦆和され

る）という傾向がみられる。ྛ要因のᐤ与度をみると，出生要因は総数で 5.8%のプラスの

ᐤ与度であり，人口規模が大きくなるほどそのᐤ与度が大きくなる（1 万人ᮍ‶ 3.8%から

100 万人以上 11.7%）。Ṛஸ要因は総数 5.4%であり，人口規模間の差は小さい。移動要因

について，人口ቑ加仮定Ϩをみると総数で-13.6%であり，人口規模が大きくなるにしたが

ってᐤ与度が上昇する（同-19.9%から同 13.5%）。人口ቑ加仮定ϩはϨの傾向と同様でᐤ

与度はϨの半分⛬度の水準となる（総数-6.8%，同-10.9%から同 6.8%）。 
 次に仮定್の✀類間の差をみると，本推計に比べて人口ቑ加仮定Ϩの人口ቑ加率のቑ加
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分は 3.7%（1 万人ᮍ‶ 1.6%から 100 万人以上 14.4%），ϩは 10.2%（同 10.6%から同

8.4%）であり，⣧移動率を一ᚊ半ῶさせた仮定において人口ቑ加率のቑ加分が大きくなる

地域がከい。人口ቑ加仮定Ϩとϩの差は移動要因の差と同じであり 6.5%（同 8.9%から同-
6.9%）となり，人口規模が小さい地域ほど人口ቑ加率のቑ加分が大きく，30 万人以上の

人口規模では半数の地域がマイࢼスとなる。出生要因の本推計と人口ቑ加仮定の差は 5.9%
（同 3.7%から同 12.2%）と人口規模が大きくなるほどቑ加分はプラスになり，Ṛஸ要因

では 0.8%⛬度で人口規模によらず同⛬度のプラスのᐤ与度となる。移動要因については，

本推計と比べて人口ቑ加仮定Ϩは-2.0%（同-2.5%から同 2.9%），ϩは 3.7%（同 5.8%から

同-3.5%）であり，人口規模が小さいほどプラスのቑ加分が大きい地域がከい。 
表 3 は 2015 年の人口規模別の人口ቑ加率の分布である。地域推計（平成 30 年推計）の総

数では，2015 年から 2045 年の人口ቑ加率が-60%～-40%のカࣜࢦࢸが 35.1%と最も高く，-

40%～-20%（33.0%），-20%～0%（20.5%）と続き，今後 30 年間の人口ቑ加率がマイࢼスの

地域は 94.4%となる。人口規模別の分布では，人口規模が小さい地域ほど人口ቑ加率が低い

傾向がみられ，5 万人ᮍ‶では-60%～-40%のカ10，ࣜࢦࢸ 万人以上では-20%～0%のカࢦࢸ

ࣜに含まれる地域が最もከい。人口ቑ加率がプラスになる地域割合は，人口規模が 50 万人

以上では 20%を超える。人口ቑ加仮定では，全体的に人口ቑ加率はプラスの方向に分布し，

出生と移動の影響が大きく，出生率が 2.07 になる影響は，若年人口割合の高い人口規模が

大きい地域でプラスの影響が大きく，人口ቑ加仮定 I では移動傾向が変わらないと仮定して

いることから，大都市圏（とくに東京圏）への集中傾向を反映して，人口規模が大きい地域

ほど人口ቑ加率が高くなる。一方で，人口ቑ加仮定 II では⣧移動率を一ᚊ半ῶしているた

め，人口規模が小さい⮬治体での人口ቑ加率のプラスの効果が得られる。表 4 では推計の✀

類間の比較を行っており，地域推計（平成 30 年推計）と人口ቑ加仮定 I では，91.9%の地域

で人口ቑ加率が高くなっており，人口規模 30 万人以上ではすべての地域でプラスの結果と

なった。また，人口ቑ加仮定 II との比較では，97.7%の地域で人口ቑ加率は高くなっており，

1 万人ᮍ‶の地域で 98.7%，50 万人以上ではすべての地域でプラスとなっている。人口ቑ加

仮定 I と II の比較では，⣧移動率半ῶの効果もあり，人口規模が小さい地域ほど人口ቑ加

率が高くなる傾向が顕著にみられる。ᅗ 5(A)は，推計の✀類別の人口ቑ加率の市区町村別

の地理的分布を示しており，大都市圏で人口ቑ加率が高く，非大都市圏で低い地理的分布で

あることがわかる。人口ቑ加仮定 I では，大都市圏の人口ቑ加率がṇの地域（㉥Ⰽ）がቑ加

し，大都市圏郊外地域の人口ቑ加率のマイࢼスが⦆和（㟷から水Ⰽ）されていることがみて

とれる。さらに人口ቑ加仮定 II では非大都市圏においても水Ⰽの地域がቑえており，人口

ቑ加率のマイࢼスの⦆和がᗈがっている。 

表 5 は年㱋構㐀要因のᐤ与度の分布を示している。人口ቑ加率に対するᐤ与度は，-40%

～-20㸣のカࣜࢦࢸが 61.2%と最も高く，1 万人ᮍ‶の地域ではややばらつきがあるものの，

1 万人以上の地域では-40%～0%の間にᴫࡡ 9 割以上の地域が含まれる。ᅗ 5(B)は年㱋構㐀

要因の地理的分布を示しており，全国的にマイࢼスのᐤ与の分布を示しており，ᾏ道の非
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都市地域，⛅田県，㟷᳃県，山形県，ᒾᡭ県，高知県，ᚨᓥ県，大分県，ዉ良県༡部，中国

地方の中山間地域など高㱋化率が高い地域ほどマイࢼスのᐤ与が大きい。 

表 6 は出生要因のᐤ与度の分布を示しており，地域推計（平成 30 年推計）では-1%～2%

の⠊ᅖに 78.6%が分布する。出生要因のプラスのᐤ与は人口規模が小さい地域でከく，人口

規模が大きい地域ほどマイࢼスのᐤ与となる。一方で，人口ቑ加仮定 I・II では，全体的に

プラスのᐤ与が大きくなり，人口規模が 30 万人以上の地域ではすべての地域で出生要因が

プラスとなり，人口規模が大きい地域では 10%以上のプラスのᐤ与度となる。表 7 は，推計

の✀類間の出生要因のᐤ与度の比較を示しており，地域推計（平成 30 年推計）に比べて人

口ቑ加仮定 I・II は 92.2%の地域で出生要因のᐤ与度が高く，人口規模が大きい地域ほど出

生要因のᐤ与度が高い地域がከくなる。ᅗ 5(C)は出生要因の地理的分布を示しており，地

域推計（平成 30 年推計）では，ᾏ道の非都市地域，東地方やᕞ地方，Ἀ⦖県などを

㝖く地域ではマイࢼスのᐤ与の分布がᗈがっているが，人口ቑ加仮定 I・II では，全国的に

プラスになるほか，全国的にプラスのᐤ与となり，大都市圏ほどプラスのᐤ与度が高い。な

お，ዉ良県༡部やᐑ崎県の一部，㮵ඣᓥ県༡部やᓥᕋ部，Ἀ⦖県においてマイࢼスのᐤ与と

なるのは，地域推計（平成 30 年推計）の⿵ṇ出生率が 2.07 よりも高い地域であり，一ᚊ 2.07

にすることでᐤ与度が下がることによるものである。 

表 8 はṚஸ要因のᐤ与度の分布を示している。Ṛஸ要因は地域推計（平成 30 年推計）で

は 4%～5%のカࣜࢦࢸに 80.7%の地域が含まれ，5%～6%のカࣜࢦࢸを含めると 98.3%とな

り，人口規模間の差はほぼない。人口ቑ加仮定では最頻カࣜࢦࢸが 5%～6%になるなどṚஸ

要因のᐤ与度は上昇し，人口規模間の差もほぼない。表 9 は推計の✀類間のṚஸ要因のᐤ与

度の比較を示しており，地域推計（平成 30 年推計）に比べて人口ቑ加仮定 I・II は 99.9%の

地域でṚஸ要因のᐤ与度が上昇している。ṧりの 0.1%は୧者で変化しない地域である。ᅗ

5(D)はṚஸ要因のᐤ与度の地理的分布を示している。全国的な地域差は小さいものの，東

地方や関東，ᒱ㜧県，和ḷ山県，රᗜ県，ᅄ国地方，ᕞ地方部と㮵ඣᓥ県，Ἀ⦖県な

どではプラスのᐤ与度が高く，それ以外の地域では比較的小さい。人口ቑ加仮定 I・II でも

同様である。 

表 10 は移動要因のᐤ与度の分布を示している。地域推計（平成 30 年推計）における移

動要因のᐤ与度は-20%～-10%のカࣜࢦࢸが 37.7%で最も高く，ᐤ与度がマイࢼスの地域は

人口規模が小さい地域を中心に全体の 80%を占める。人口ቑ加仮定 I は大都市圏（とくに

東京圏）への移動傾向を仮定していることから，大都市圏における移動要因のᐤ与度が高

くなる。一方，人口ቑ加仮定 II は，⣧移動率を一ᚊに半ῶ化しているため，全体のばらつ

きが少なくなり，人口規模が小さい地域のマイࢼスのᐤ与度が上昇し，人口規模の大きい

地域のプラスのᐤ与度がῶ少する。表 11 は推計の✀類間の移動要因の比較を示しており，

地域推計（平成 30 年推計）に比べて人口移動仮定 I の方が移動要因のᐤ与度が高まる地域

は 13.3%なのに対して，人口ቑ加仮定 II では 78.6%と人口規模が小さい地域を中心にᐤ与

度が上昇する。人口ቑ加仮定 I と II では，II の方が移動要因のᐤ与度が上昇する地域が
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82.8%となる。ᅗ 5(E)は移動要因のᐤ与度の地理的分布を示している。地域推計（平成 30

年推計）の地理的分布では，東京圏を中心に大都市圏やᮐᖠ市，⚟岡市など政令指定都市

においてプラスのᐤ与度が高い。人口ቑ加仮定 I においても基本的には同様の地理的分布

を示し，都市地域のプラスのᐤ与度が高まり，移動要因がマイࢼスの地域はさらにᐤ与度

がマイࢼスになるという傾向を示す。一方で，人口ቑ加仮定 II においては，大都市圏や都

市地域のプラスのᐤ与度が⦰小し，非大都市圏のマイࢼスのᐤ与度が上昇に転じる。 

 
ㅰ㎡：本研究は，国立社会保障・人口問題研究所一⯡会計プロ࢙ࢪクト「地域別将来人口推計（都道府県別

人口推計・市区町村別人口推計）」（代表者：小池司朗），ཌ生ປാ行政推㐍調査業㈝⿵ຓ㔠（政⟇⛉学総

合研究業（政⟇⛉学推㐍研究業））「国際的・地域的視㔝から見た少子化・高㱋化の新潮流に対ᛂした

人口分析・将来推計とそのᛂ用に関する研究（研究代表者：小池司朗）」，ཌ生ປാ行政推㐍調査業⿵ຓ

㔠（政⟇⛉学総合研究業（政⟇⛉学推㐍研究業））「長期的人口ῶ少と大国際人口移動時代における将

来人口・世帯推計の方法ㄽ的発ᒎとᛂ用に関する研究（研究代表者：小池司朗）」によるຓ成をཷけた． 
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表 1 推計࢜ࣜࢼࢩと仮定್・数の構成 

 
"Note: 1. Adjusted fertility rates: The fertility rates are the age-specific fertility rates to obtain the number of births consistent with 
the projected results of the population aged 0-4 years in the regional projections (2018). 
2. The net migration rate is calculated by subtracting the future survival rate from the cohort change rate, which is obtained from the 
results of the regional projections (2018). 
3. The survival rate is the rate for the period from 2040 to 2045 in the regional population projections (2018). 
4. The fertility rate at the population replacement level is the ratio of the national fertility rate at the population replacement level of 
2.07 to the sum of the age-specific adjusted fertility rates for each municipality, multiplied by the adjusted fertility rate. 
5. The net migration rate is uniformly cut in half. 
6. Each multiplier is based on (1) the age structure factor Mm=Pm/P, (2) the birth factor Mb=Pn/Pr, (3) the death factor Md=Pr/Pm, and 
(4) the migration factor Mmg=Ps/Pn, where P is the base population."    
 

 

ᅗ 1 合計⿵ṇ出生率の分布：2015～2045 年 

 

  

Senarios of Projections Assumptions Results Multipliears

　1. Standard Momentum, Mortality, Fertility1, Migration2 Ps P・Mm・Md・Mb・Mmg

　2. Natural Momentum, Mortality, Fertility1 Pn P・Mm・Md・Mb

　3. Replacement Momentum, Mortality Pr P・Mm・Md

　4. Momentum Momentum Pm P・Mm

　5. Standard Momentum, Mortality3, Fertility4, Migration2 Ps_I P・Mm・MdI・MbI・MmgI

　6. Natural Momentum, Mortality3, Fertility4 Pn_I P・Mm・MdI・MbI

　7. Replacement Momentum, Mortality3 Pr_I P・Mm・MdI

　8. Momentum Momentum Pm P・Mm

　5. Standard Momentum, Mortality3, Fertility4, Migration5 Ps_II P・Mm・MdI・MbI・MmgII

　6. Natural Momentum, Mortality3, Fertility4 Pn_I P・Mm・MdI・MbI

　7. Replacement Momentum, Mortality3 Pr_I P・Mm・MdI

　8. Momentum Momentum Pm P・Mm

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045

2-1. Simulation I: 2015-2045

2-2. Simulation II: 2015-2045
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ᅗ 2 年㱋別⿵ṇ出生率の分布：2015～2045 年 
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ᅗ 3 ⏨ዪ年㱋別生ṧ率の分布：2015Ѝ2020 年～2040Ѝ2045 年 
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ᅗ 3（つづき） 

 
  

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile

75%tile

Median

25%tile

10%tile

2030→2035年
0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile

75%tile

Median

25%tile

10%tile

2030→2035年

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile

75%tile

Median

25%tile

10%tile

2035→2040
0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile
75%tile
Median
25%tile
10%tile

2035→2040

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile

75%tile

Median

25%tile

10%tile

2040→2045
0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

90%tile

75%tile

Median

25%tile

10%tile

2040→2045

Male                        Female 

- 231 -



 
ᅗ 4 ⏨ዪ年㱋別⣧移動率の分布：2015Ѝ2020 年～2040Ѝ2045 年 
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ᅗ 4（つづき） 
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表 2 2015 年時点の人口規模別の人口ቑ加率・ྛ要因のᐤ与度・୪びに仮定್の✀類間の

差の中ኸ್ 

 
  

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

Population Growth Rate and four factors under each assumption: 2015-2045
Population Growth Rate
　RPP -34.9 -49.4 -37.4 -26.2 -17.9 -9.5 -10.3 -7.5
　Simulation I -31.2 -47.8 -33.3 -19.6 -9.7 -1.6 1.5 8.7
　Simulation II -23.9 -38.2 -26.3 -14.6 -8.3 -3.5 -1.2 1.1
Momentum -27.6 -36.2 -29.2 -22.7 -21.0 -20.3 -20.4 -19.3
Fertility
　RPP -0.2 0.2 -0.1 -0.4 -0.6 -0.7 -0.6 -0.4
　Simulation I・II 5.8 3.8 5.5 6.4 7.7 8.4 9.6 11.7
Mortality
　RPP 4.7 4.6 4.7 4.6 4.6 4.6 4.6 4.8
　Simulation I・II 5.4 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 5.4 5.5
Migration
RPPࠉ -11.0 -16.9 -12.4 -6.1 -0.2 4.3 4.2 11.1
Simulation Iࠉ -13.6 -19.9 -15.1 -8.2 -1.4 3.7 4.7 13.5
Simulation IIࠉ -6.8 -10.9 -7.7 -4.2 -0.6 1.8 2.4 6.8

Difference between scenarios
Population Growth Rate
　S-I - RPP 3.7 1.6 3.4 5.5 8.0 9.2 12.8 14.4
　S-II - RPP 10.2 10.6 10.7 9.6 8.9 7.6 8.3 8.4
　S-II - S-I 6.5 8.9 7.3 4.1 0.7 -1.9 -2.4 -6.9
Fertility: S-I・II - RPP 5.9 3.7 5.6 7.1 8.6 9.0 10.5 12.2
Mortality: S-I・II - RPP 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7
Migration
　S-I - RPP -2.0 -2.5 -2.4 -1.8 -1.0 -0.3 0.7 2.9
　S-II - RPP 3.7 5.8 4.3 2.1 0.1 -2.1 -2.0 -3.5
　S-II - S-I 6.5 8.9 7.3 4.1 0.7 -1.9 -2.4 -6.9

1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: RPP: Regional Population Projections for Japan (2018), S-I: Simulation I, S-II: Simulation II
municipality (N)

Total

Population size in 2015
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表 3 推計の✀類別，2015 年の人口規模別，2015～2045 年の人口ቑ加率の分布 

 
表 4 2015 年の人口規模別，推計の✀類間の 2015～2045 年の人口ቑ加率の比較 

 
表 5 2015 年時点の人口規模別，年㱋構㐀要因のᐤ与度の分布 

 

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045
less than -60% 5.8 18.2 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-60〜-40% 35.1 56.8 42.1 12.8 2.0 0.0 0.0 0.0

-40〜-20% 33.0 19.0 37.7 47.9 41.3 14.9 4.2 0.0

-20〜0% 20.5 5.0 14.2 30.7 43.4 78.7 70.8 72.7

0〜5% 2.5 0.8 1.8 3.1 6.1 2.1 16.7 9.1

5〜10% 1.4 0.0 0.9 2.7 4.1 0.0 4.2 18.2
10% or more 1.7 0.2 1.6 2.7 3.1 4.3 4.2 0.0

2-1. Simulation I: 2015-2045
less than -60% 4.5 14.4 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-60〜-40% 29.8 55.3 32.9 5.8 0.5 0.0 0.0 0.0

-40〜-20% 32.4 24.2 41.0 42.4 22.4 4.3 0.0 0.0

-20〜0% 22.1 4.6 18.9 34.2 50.0 53.2 41.7 18.2

0〜5% 3.4 1.0 2.8 5.1 5.1 12.8 16.7 9.1

5〜10% 3.1 0.4 1.0 5.1 8.2 12.8 12.5 45.5
10% or more 4.7 0.0 2.2 7.4 13.8 17.0 29.2 27.3

2-2. Simulation II: 2015-2045
less than -60% 0.8 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-60〜-40% 15.8 42.0 9.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-40〜-20% 41.8 43.6 57.3 33.9 12.2 0.0 0.0 0.0

-20〜0% 31.7 10.2 27.2 51.0 63.8 66.0 54.2 18.2

0〜5% 4.9 0.6 3.4 6.2 9.7 23.4 20.8 54.5

5〜10% 2.1 0.2 1.0 5.4 5.1 2.1 4.2 9.1
10% or more 3.0 0.6 1.3 3.5 9.2 8.5 20.8 18.2

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: Each category is based on Jenks (Natural breaks).

Total

Population size in 2015

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

RPP < S-I 91.9 82.3 93.3 97.7 99.5 100.0 100.0 100.0
RPP < S-II 97.7 98.7 97.0 97.3 98.0 97.9 100.0 100.0
S-I < S-II 82.8 97.3 90.3 75.5 56.1 29.8 16.7 9.1

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11

Note: RPP: Regional Population Projections for Japan (2018), S-I: Simulation I, S-II: Simulation II

Total

Population size in 2015

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

less than -60% 0.5 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
-60〜-40% 13.9 35.1 9.6 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

-40〜-20% 61.2 51.8 70.8 59.5 57.7 53.2 54.2 45.5

-20〜0% 23.1 10.9 18.1 37.4 41.3 46.8 45.8 54.5

0〜5% 0.8 0.4 0.7 1.6 1.0 0.0 0.0 0.0

5〜10% 0.2 0.2 0.3 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0
10% or more 0.2 0.0 0.4 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: Each category is based on Jenks (Natural breaks).

Total
Population size in 2015
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表 6 2015 年時点の人口規模別，出生要因のᐤ与度の分布 

 
表 7 2015 年の人口規模別，推計の✀類間の出生要因の比較 

 

表 8 2015 年時点の人口規模別，Ṛஸ要因のᐤ与度の分布 

 
表 9 2015 年の人口規模別，推計の✀類間のṚஸ要因の比較 

 

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045
less than -3% 1.1 2.5 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-3䡚-1% 17.4 14.2 14.2 27.6 23.0 21.3 16.7 0.0
-1䡚0% 39.2 27.1 36.8 43.6 57.1 68.1 70.8 90.9
0䡚2% 39.4 48.9 46.3 28.0 19.9 10.6 12.5 9.1
2䡚5% 2.9 7.1 1.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0

5䡚10% 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10% or more 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2. Simulation I・II: 2015-2045
less than -3% 3.1 7.7 1.8 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0

-3䡚-1% 2.2 5.0 1.6 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0
-1䡚0% 2.5 5.0 2.5 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0
0䡚2% 7.0 14.2 5.8 3.5 0.5 0.0 0.0 0.0
2䡚5% 27.2 31.9 32.0 25.3 12.2 2.1 0.0 0.0

5䡚10% 49.9 32.6 50.9 61.9 68.9 74.5 54.2 9.1
10% or more 8.2 3.5 5.2 7.4 17.9 23.4 45.8 90.9

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: Each category is based on Jenks (Natural breaks).

Total
Population size in 2015

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

RPP < S-I・II 92.2 82.9 93.6 97.7 99.5 100.0 100.0 100.0
municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: RPP: Regional Population Projections for Japan (2018), S-I・II: Simulation I and Simulation II

Population size in 2015

Total

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045
less than 4% 1.5 2.1 1.2 1.9 0.5 2.1 0.0 0.0

4䡚5% 80.7 78.3 75.6 84.4 93.4 93.6 95.8 90.9
5䡚6% 17.4 19.0 22.5 13.6 6.1 4.3 4.2 9.1
6䡚7% 0.4 0.4 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7% or more 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
2. Simulation I・II: 2015-2045

less than 4% 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
4䡚5% 11.1 10.6 10.2 17.5 7.7 10.6 8.3 0.0
5䡚6% 78.7 75.8 76.9 77.4 88.8 89.4 91.7 90.9
6䡚7% 9.6 12.3 12.3 5.1 3.6 0.0 0.0 9.1

7% or more 0.5 1.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11

Note: Each category is based on Jenks (Natural breaks).

Total
Population size in 2015

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

RPP < S-I・II 99.9 99.8 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: RPP: Regional Population Projections for Japan (2018), S-I・II: Simulation I and Simulation II

Total

Population size in 2015
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表 10 2015 年時点の人口規模別，移動要因のᐤ与度の分布 

 
表 11 2015 年の人口規模別，推計の✀類間の移動要因の比較 

 
  

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045
less than -20% 16.1 36.3 14.4 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0

-20䡚-10% 37.7 45.7 45.4 36.2 9.7 0.0 0.0 0.0
-10䡚0% 26.2 14.4 28.1 34.2 41.3 27.7 4.2 9.1

0䡚5% 9.9 2.5 7.0 15.6 20.9 27.7 50.0 9.1
5䡚10% 5.2 0.6 3.0 7.4 14.8 21.3 12.5 27.3

10䡚15% 2.4 0.4 1.3 3.5 5.1 10.6 8.3 27.3
15% or more 2.6 0.0 0.7 2.7 8.2 12.8 25.0 27.3

2-1. Simulation I: 2015-2045
less than -20% 26.3 49.5 27.8 6.2 1.5 0.0 0.0 0.0

-20䡚-10% 34.4 34.9 41.6 39.3 16.8 0.0 0.0 0.0
-10䡚0% 21.2 12.3 20.5 27.6 36.7 29.8 12.5 9.1

0䡚5% 8.3 2.3 5.4 14.0 17.3 25.5 37.5 9.1
5䡚10% 4.2 0.4 2.2 6.6 11.2 19.1 16.7 9.1

10䡚15% 2.4 0.6 1.8 3.1 4.1 8.5 8.3 27.3
15% or more 3.3 0.0 0.6 3.1 12.2 17.0 25.0 45.5

2-2. Simulation II: 2015-2045
less than -20% 0.8 2.5 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

-20䡚-10% 29.8 54.7 32.2 7.4 3.1 0.0 0.0 0.0
-10䡚0% 50.0 37.6 56.4 64.2 51.5 29.8 12.5 9.1

0䡚5% 13.4 3.8 8.8 21.4 29.1 44.7 54.2 27.3
5䡚10% 3.7 0.6 2.2 5.4 8.7 12.8 12.5 45.5

10䡚15% 0.9 0.0 0.1 1.2 3.1 4.3 4.2 18.2
15% or more 1.3 0.8 0.0 0.4 4.6 8.5 16.7 0.0

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11
Note: Each category is based on Jenks (Natural breaks).

Total
Population size in 2015

(%)

less than
10,000

10,000-
50,000

50,000-
100,000

100,000-
300,000

300,000-
500,000

500,000-
1,000,000

1,000,000
or more

RPP < S-I 13.3 12.7 5.2 10.1 29.6 38.3 62.5 90.9
RPP < S-II 78.6 95.4 86.1 67.3 52.6 21.3 12.5 9.1

S-I < S-II 82.8 97.3 90.3 75.5 56.1 29.8 16.7 9.1

municipality (N) 1,682 479 668 257 196 47 24 11

Note: RPP: Regional Population Projections for Japan (2018), S-I: Simulation I, S-II: Simulation II

Total
Population size in 2015
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ᅗ 5 2015～2045 年の人口ቑ加率，ྛ要因の地理的分布 

 
 

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045

2-1. Simulation I: 2015-2045

2-2. Simulation II: 2015-2045

A) Population Growth Rate: 2015-2045

B) Contribution of the momentum factor: 2015-2045
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ᅗ 5 2015～2045 年の人口ቑ加率，ྛ要因の地理的分布（つづき） 

 
  

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045

C) Contribution of the Fertility factor: 2015-2045

2. Simulation I・II: 2015-2045

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045

D) Contribution of the Mortality factor: 2015-2045

2. Simulation I・II: 2015-2045
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ᅗ 5 2015～2045 年の人口ቑ加率，ྛ要因の地理的分布（つづき） 

 

1. Regional Population Projections for Japan (2018): 2015-2045

E) Contribution of the Migration factor: 2015-2045

2-1. Simulation I: 2015-2045

2-2. Simulation II: 2015-2045
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